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(57)【要約】
　カプセル型内視鏡により取得された一連の画像に対し
、ユーザが適切な特徴点を容易に設定することができる
画像表示装置等を提供する。画像表示装置５は、一連の
画像に含まれる画像の撮像時におけるカプセル型内視鏡
の位置であるカプセル位置を取得する位置情報取得部５
３２と、外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け
付ける入力部５１と、選択信号により選択された画像を
特定画像として特定する画像特定部５３４と、特定画像
がカプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であ
るか否かを判定する判定部５３５と、特定画像がカプセ
ル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であると判定
された場合に、当該往復移動中に取得された画像群のう
ち最初の往路又は最後の往路において取得された画像を
抽出する候補画像抽出部５３６と、候補画像抽出部５３
６により抽出された画像を表示する表示部５５とを備え
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カプセル型内視鏡により取得された一連の画像を表示する画像表示装置であって、
　前記一連の画像に含まれる画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカ
プセル位置を取得する位置情報取得部と、
　外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け付ける入力部と、
　前記入力部が受け付けた前記選択信号により選択された前記画像を特定画像として特定
する画像特定部と、
　前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否かを判
定する判定部と、
　前記判定部により、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画
像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像群のうち、最初の往路又
は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出部と、
　前記候補画像抽出部により抽出された画像を表示する表示部と、
を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記判定部は、前記特定画像が前記往復移動中に取得された画像であるか否かを、前記
一連の画像における画像の撮像順序と前記カプセル位置とに基づいて判定することを特徴
とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記判定部は、前記特定画像に対して前記カプセル位置又は撮像時刻が所定範囲内であ
る複数の画像を特定する特定部を備え、
　前記判定部は、前記特定部により特定された複数の画像に、時系列で順方向に連続し、
且つ位置系列で順方向に連続している画像群が２つ以上含まれる場合に、前記特定画像は
前記往復移動中に取得された画像であると判定することを特徴とする請求項２に記載の画
像表示装置。
【請求項４】
　前記判定部は、前記特定画像と、前記特定画像に対して前記カプセル位置又は撮像時刻
が所定範囲内である前記複数の画像の各々との間における類似性を判定する類似度判定部
を備え、
　前記判定部は、前記類似度判定部により前記特定画像と類似すると判定された画像を含
み、且つ画像番号が連続する画像群が、前記複数の画像に２つ以上含まれる場合、前記特
定画像は前記往復移動中に取得された画像であると判定することを特徴とする請求項１に
記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記候補画像抽出部は、前記最初の往路又は最後の往路において取得された画像のうち
、前記特定画像と類似すると判定された画像を抽出することを特徴とする請求項４に記載
の画像表示装置。
【請求項６】
　カプセル型内視鏡により取得された一連の画像を表示する画像表示装置が実行する画像
表示方法であって、
　制御部が、前記一連の画像に含まれる画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位
置であるカプセル位置を取得する位置情報取得ステップと、
　入力部が、外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け付ける入力ステップと、
　前記制御部が、前記入力ステップにおいて受け付けられた前記選択信号により選択され
た前記画像を特定画像として特定する画像特定ステップと、
　前記制御部が、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像で
あるか否かを判定する判定ステップと、
　前記制御部が、前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往
復移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像
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群のうち、最初の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出ス
テップと、
　表示部が、前記候補画像抽出ステップにおいて抽出された画像を表示する表示ステップ
と、
を含むことを特徴とする画像表示方法。
【請求項７】
　カプセル型内視鏡により取得された一連の画像を表示する画像表示装置に、
　前記一連の画像に含まれる画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカ
プセル位置を取得する位置情報取得ステップと、
　外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け付ける入力ステップと、
　前記入力ステップにおいて受け付けられた前記選択信号により選択された前記画像を特
定画像として特定する画像特定ステップと、
　前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否かを判
定する判定ステップと、
　前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得
された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像群のうち、最初
の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出ステップと、
　前記候補画像抽出ステップにおいて抽出された画像を表示する表示ステップと、
を実行させることを特徴とする画像表示プログラム。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に導入されて該被検体内を撮像するカプセル型内視鏡によって取得
された画像を表示する画像表示装置、画像表示方法、及び画像表示プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野では、患者等の被検体内に導入されて撮像を行うカプセル型内視鏡
を用いた検査が知られている。カプセル型内視鏡は、被検体の消化管内に導入可能な大き
さに形成されたカプセル形状の筐体内に撮像機能や無線通信機能等を内蔵させた装置であ
り、被検体内を撮像することにより生成した画像データを被検体外に順次無線送信する。
カプセル型内視鏡から無線送信された画像データは、被検体外に設けられた受信装置に一
旦蓄積され、受信装置からワークステーション等の画像表示装置に転送（ダウンロード）
され、画像表示装置において種々の画像処理が施される。
【０００３】
　このようにして取得された一連の画像を観察する際、医師等のユーザは、通常、画像の
動画再生あるいは静止画像の連続再生をさせるなどして大まかに閲覧しながら、臓器の境
界や手術痕等の特徴的な箇所が写った画像を特徴点として設定する。その後、設定された
特徴点をもとに所望の画像を抽出して詳細に観察する、或いは、設定された複数の特徴点
のうち、ある特徴点から別の特徴点までのカプセル型内視鏡の移動時間に相当する撮像時
刻の差分に基づいて、臓器の運動機能を判断するといった診断を行う。従って、正確な診
断を行うためには、適切な画像に対して特徴点を設定することが重要である。
【０００４】
　カプセル型内視鏡により取得された一連の画像からの画像抽出に関する技術として、特
許文献１には、一連の画像の各画像上に設定した複数の画素領域の相関値を算出し、複数
の画素領域の動きベクトルを演算し、隣接画像間での複数の画素領域の相関値が所定値以
上である画像が連続する連続画像群を検出し、連続画像群の中から１以上の代表画像を特
定し、該１以上の代表画像以外の残りの画像と異なる表示フレームレートで該１以上の代
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表画像を表示する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２８０７９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、カプセル型内視鏡が患者等の被検体内に導入された場合、蠕動運動により管
腔内を受動的に移動するため、常に順方向（口から肛門に向かう方向）に進行しているわ
けではなく、一時的に逆方向に進行し、再び順方向に進行する往復移動をすることがある
。このような往復移動をした区間に特徴的な箇所が含まれる場合、一般には、当該区間を
カプセル型内視鏡が最初又は最後に通過したときに撮像した画像を特徴点として設定する
ことが推奨されている。
【０００７】
　しかしながら、特徴点の設定作業を行う際、ユーザは画像を大まかに観察しているだけ
なので、自身が抽出した画像が、往復移動区間をカプセル型内視鏡が最初又は最後に通過
したときに撮像した画像であるか否かを把握することは困難である。その結果、最初又は
最後に通過したときに撮像した画像ではないにもかかわらず、特徴点として設定されてし
まう場合がある。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、カプセル型内視鏡によって取得された
一連の画像に対し、ユーザが適切な特徴点を容易に設定することができる画像表示装置、
画像表示方法、及び画像表示プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る画像表示装置は、カプセ
ル型内視鏡により取得された一連の画像を表示する画像表示装置であって、前記一連の画
像に含まれる画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカプセル位置を取
得する位置情報取得部と、外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け付ける入力部と
、前記入力部が受け付けた前記選択信号により選択された前記画像を特定画像として特定
する画像特定部と、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像
であるか否かを判定する判定部と、前記判定部により、前記特定画像が前記カプセル型内
視鏡の往復移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得さ
れた画像群のうち、最初の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画
像抽出部と、前記候補画像抽出部により抽出された画像を表示する表示部と、を備えるこ
とを特徴とする。
【００１０】
　上記画像表示装置において、前記判定部は、前記特定画像が前記往復移動中に取得され
た画像であるか否かを、前記一連の画像における画像の撮像順序と前記カプセル位置とに
基づいて判定することを特徴とする。
【００１１】
　上記画像表示装置において、前記判定部は、前記特定画像に対して前記カプセル位置又
は撮像時刻が所定範囲内である複数の画像を特定する特定部を備え、前記判定部は、前記
特定部により特定された複数の画像に、時系列で順方向に連続し、且つ位置系列で順方向
に連続している画像群が２つ以上含まれる場合に、前記特定画像は前記往復移動中に取得
された画像であると判定することを特徴とする。
【００１２】
　上記画像表示装置において、前記判定部は、前記特定画像と、前記特定画像に対して前
記カプセル位置又は撮像時刻が所定範囲内である前記複数の画像の各々との間における類
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似性を判定する類似度判定部を備え、前記判定部は、前記類似度判定部により前記特定画
像と類似すると判定された画像を含み、且つ画像番号が連続する画像群が、前記複数の画
像に２つ以上含まれる場合、前記特定画像は前記往復移動中に取得された画像であると判
定することを特徴とする。
【００１３】
　上記画像表示装置において、前記候補画像抽出部は、前記最初の往路又は最後の往路に
おいて取得された画像のうち、前記特定画像と類似すると判定された画像を抽出すること
を特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る画像表示方法は、カプセル型内視鏡により取得された一連の画像を表示す
る画像表示装置が実行する画像表示方法であって、制御部が、前記一連の画像に含まれる
画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカプセル位置を取得する位置情
報取得ステップと、入力部が、外部からの操作に応じた選択信号の入力を受け付ける入力
ステップと、前記制御部が、前記入力ステップにおいて受け付けられた前記選択信号によ
り選択された前記画像を特定画像として特定する画像特定ステップと、前記制御部が、前
記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否かを判定す
る判定ステップと、前記制御部が、前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプ
セル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中
に取得された画像群のうち、最初の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出す
る候補画像抽出ステップと、表示部が、前記候補画像抽出ステップにおいて抽出された画
像を表示する表示ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る画像表示プログラムは、カプセル型内視鏡により取得された一連の画像を
表示する画像表示装置に、前記一連の画像に含まれる画像の撮像時における前記カプセル
型内視鏡の位置であるカプセル位置を取得する位置情報取得ステップと、外部からの操作
に応じた選択信号の入力を受け付ける入力ステップと、前記入力ステップにおいて受け付
けられた前記選択信号により選択された前記画像を特定画像として特定する画像特定ステ
ップと、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否
かを判定する判定ステップと、前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプセル
型内視鏡の往復移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取
得された画像群のうち、最初の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候
補画像抽出ステップと、前記候補画像抽出ステップにおいて抽出された画像を表示する表
示ステップと、を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ユーザにより選択された画像が、カプセル型内視鏡が往復移動をして
いた間に取得された画像であるか否かを判定し、カプセル型内視鏡が往復移動をしていた
間に取得された画像であると判定した場合には、特徴点を設定するための画像としてより
適切な画像を一連の画像から抽出して候補画像として表示するので、ユーザは、候補画像
を参照することにより、適切な特徴点を容易に設定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置を含むカプセル型内視鏡シス
テムの概略構成を示す模式図である。
【図２】図２は、図１に示すカプセル型内視鏡及び受信装置の概略構成を示す図である。
【図３】図３は、図１に示す画像表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、図１に示すインデックス作成部が作成する位置系列インデックスの一例
を示す模式図である。
【図５】図５は、図１に示す受信装置から画像表示装置に画像データを転送する処理を示
すフローチャートである。
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【図６】図６は、図１に示す画像表示装置が実行する特徴点の設定処理を示すフローチャ
ートである。
【図７】図７は、図１に示すカプセル型内視鏡により取得された一連の画像の表示例を示
す模式図である。
【図８】図８は、候補画像の表示例を示す模式図である。
【図９】図９は、画像番号インデックスの例を示す模式図である。
【図１０】図１０は、時系列インデックスの例を示す模式図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置が実行する特徴点の設定
処理を示すフローチャートである。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の構成を示すブロック図
である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置が実行する特徴点の設定
処理を示すフローチャートである。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態４に係る画像表示装置の構成を示すブロック図
である。
【図１５】図１５は、図１４に示す画像表示装置が実行する臓器の機能判定処理を示すフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本発明の実施の形態に係る画像表示装置、画像表示方法、及び画像表示プログ
ラムについて、図面を参照しながら説明する。なお、これらの実施の形態により本発明が
限定されるものではない。また、各図面の記載において、同一部分には同一の符号を付し
て示している。
【００１９】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置を含むカプセル型内視鏡システムの
概略構成を示す模式図である。図１に示すカプセル型内視鏡システム１は、被検体１０内
に導入されて該被検体１０内を撮像することにより画像データを生成し、無線信号に重畳
して送信するカプセル型内視鏡２と、カプセル型内視鏡２から送信された無線信号を、被
検体１０に装着された受信アンテナユニット４を介して受信する受信装置３と、受信装置
３から画像データを取得して所定の画像処理を施し、画像を表示する画像表示装置５とを
備える。
【００２０】
　図２は、カプセル型内視鏡２及び受信装置３の概略構成を示すブロック図である。
　カプセル型内視鏡２は、被検体１０が嚥下可能な大きさのカプセル形状をなす筐体に撮
像素子等の各種部品を内蔵した装置であり、被検体１０内を撮像する撮像部２１と、被検
体１０内を照明する照明部２２と、信号処理部２３と、メモリ２４と、送信部２５及びア
ンテナ２６と、バッテリ２７とを備える。
【００２１】
　撮像部２１は、例えば、受光面に結像した光学像から被検体１０内を表す撮像信号を生
成して出力するＣＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子と、該撮像素子の受光面側に配設された対
物レンズ等の光学系とを含む。また、照明部２２は、撮像時に被検体１０内に向けて光を
放射するＬＥＤ（Light　Emitting　Diode）やＬＤ（Laser　Diode）光源等の半導体発光
素子により実現される。カプセル型内視鏡２は、これらの撮像部２１及び照明部２２をそ
れぞれ駆動する駆動回路等が形成された回路基板を内蔵しており、撮像部２１及び照明部
２２は、カプセル型内視鏡２の一端部から外側に視野を向けた状態で、この回路基板に固
定されている。
【００２２】
　なお、図２においては、撮像部２１及び照明部２２をカプセル型内視鏡２の一端側に設
け、カプセル型内視鏡２の一方の側を撮像可能な構成としているが、撮像部２１及び照明
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部２２を複数ずつ設け、複数方向、例えば、前方及び後方、或いは直視方向及び側視方向
を撮像可能な構成としても良い。
【００２３】
　信号処理部２３は、カプセル型内視鏡２内の各部を制御すると共に、撮像部２１から出
力された撮像信号をＡ／Ｄ変換してデジタルの画像データを生成し、さらに所定の信号処
理を施す。
【００２４】
　メモリ２４は、信号処理部２３が実行する各種処理プログラム、モジュール、及びルー
チンや、信号処理部２３において信号処理を施された画像データを一時的に記憶する。
【００２５】
　送信部２５及びアンテナ２６は、メモリ２４に記憶された画像データを関連情報と共に
無線信号に重畳して外部に送信する。
【００２６】
　バッテリ２７は、カプセル型内視鏡２内の各部に電力を供給する。なお、バッテリ２７
には、ボタン電池等の一次電池又は二次電池から供給された電力を昇圧等する電源回路が
含まれているものとする。
【００２７】
　カプセル型内視鏡２は、被検体１０に嚥下された後、臓器の蠕動運動等によって被検体
１０の消化管内を移動しつつ、食道、胃、小腸、及び大腸等の生体部位を、例えば０．５
秒間隔といった所定の時間間隔で順次撮像する。そして、この撮像動作により生成された
画像データ及び関連情報を受信装置３に順次無線送信する。関連情報には、カプセル型内
視鏡２の個体を識別するために割り当てられた例えばシリアル番号といった識別情報等が
含まれる。
【００２８】
　受信装置３は、複数（図１においては８個）の受信アンテナ４ａ～４ｈを有する受信ア
ンテナユニット４を介して、カプセル型内視鏡２から無線送信された画像データ及び関連
情報を受信する。各受信アンテナ４ａ～４ｈは、例えばループアンテナを用いて実現され
、被検体１０の体外表面上の所定位置に配置される。一例として、受信アンテナ４ａ～４
ｈは、カプセル型内視鏡２の通過経路である被検体１０内の臓器に対応した位置に配置さ
れる。
【００２９】
　図２に示すように、受信装置３は、受信部３１と、信号処理部３２と、メモリ３３と、
データ送信部３４と、操作部３５と、表示部３６と、制御部３７と、バッテリ３８とを備
える。受信部３１は、カプセル型内視鏡２から無線送信された画像データを、受信アンテ
ナ４ａ～４ｈを介して受信する。信号処理部３２は、受信部３１が受信した画像データに
所定の信号処理を施す。メモリ３３は、信号処理部３２において信号処理が施された画像
データ及びその関連情報を記憶する。
【００３０】
　データ送信部３４は、ＵＳＢ、又は有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮ等の通信回線と接続可能な
インタフェースであり、制御部３７の制御の下で、メモリ３３に記憶された画像データ及
び関連情報を画像表示装置５に送信する。操作部３５は、ユーザが受信装置３の各種設定
情報等を入力する際に用いられる。
【００３１】
　表示部３６は、検査に関する登録情報（検査情報、患者情報等）や、ユーザが入力した
各種設定情報等を表示する。制御部３７は、これらの受信装置３内の各部の動作を制御す
る。バッテリ３８は、受信装置３内の各部に電力を供給する。
【００３２】
　受信装置３は、カプセル型内視鏡２が撮像を行っている間、言い換えると、カプセル型
内視鏡２が被検体１０に嚥下されてから排出されるまでの間、被検体１０に装着されて携
帯される。受信装置３は、この間、受信アンテナユニット４を介して受信した画像データ
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に、各画像データが受信されたタイミングにおける、各受信アンテナ４ａ～４ｈにおける
受信強度情報や受信時刻情報等の関連情報をさらに付加する。そして、これらの画像デー
タ及び関連情報をメモリ３３に記憶させる。カプセル型内視鏡２による撮像の終了後、受
信装置３は被検体１０から取り外され、今度は画像表示装置５と接続されて、メモリ３３
に記憶させた画像データ及び関連情報を画像表示装置５に転送する。なお、図１において
は、画像表示装置５のＵＳＢポートにクレードル３ａに接続し、該クレードル３ａに受信
装置３をセットすることにより受信装置３と画像表示装置５とを接続している。
【００３３】
　画像表示装置５は、例えばワークステーションやパーソナルコンピュータを用いて構成
される。画像表示装置５は、受信装置３を介して取得した被検体１０内の画像に所定の画
像処理を施し、所定の形式の観察画面を生成して表示する。
【００３４】
　図３は、画像表示装置５の概略構成を示すブロック図である。図３に示すように、画像
表示装置５は、入力部５１と、画像データ取得部５２と、制御部５３と、記憶部５４と、
表示部５５とを備える。
【００３５】
　入力部５１は、例えばキーボードやマウス、タッチパネル、各種スイッチ等の入力デバ
イスによって実現される。入力部５１は、ユーザによる外部からの操作に応じた信号を制
御部５３に入力する。
【００３６】
　画像データ取得部５２は、ＵＳＢ、又は有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮ等の通信回線と接続可
能なインタフェースであり、ＵＳＢポートやＬＡＮポート等を含んでいる。実施の形態１
において、画像データ取得部５２は、ＵＳＢポートに接続されるクレードル３ａ等の外部
機器や各種通信回線を介して、受信装置３から画像データ及び関連情報を取得するデータ
取得部として機能する。
【００３７】
　制御部５３は、ＣＰＵ等のハードウェアによって実現され、記憶部５４に記憶された各
種プログラムを読み込むことにより、入力部５１から入力される信号や、画像データ取得
部５２が取得した画像データ等に基づいて、画像表示装置５を構成する各部への指示やデ
ータの転送等を行い、画像表示装置５全体の動作を統括的に制御する。より詳細には、制
御部５３は、画像処理部５３１と、位置情報取得部５３２と、インデックス作成部５３３
と、画像特定部５３４と、判定部５３５と、候補画像抽出部５３６と、特徴点設定部５３
７と、表示制御部５３８とを備える。
【００３８】
　画像処理部５３１は、画像データ取得部５２を介して取り込まれた一連の画像の画像デ
ータに対し、ホワイトバランス処理、デモザイキング、色変換処理、ガンマ変換等の濃度
変換処理、ノイズ除去等による平滑化処理、エッジ強調等による鮮鋭化処理といった画像
処理を施すことにより、表示用の画像データを生成する。また、画像処理部５３１は、表
示用の画像データに基づいて、各画像の平均色を算出する平均色算出処理等の所定の画像
処理を行う。
【００３９】
　位置情報取得部５３２は、各画像の画像データの関連情報のうち、受信アンテナ４ａ～
４ｈが無線信号を受信した際の受信強度情報に基づいて、撮像時におけるカプセル型内視
鏡２の位置、即ち、画像に写った被写体の位置を検出する。以下、撮像時におけるカプセ
ル型内視鏡２の位置のことを、単にカプセル位置という。カプセル位置の検出方法は、無
線信号の受信強度に基づく方法に限定されず、例えば特開２００９－２２６０８０号公報
に開示されている磁界を用いる方法やその他の公知の種々の方法を用いることができる。
【００４０】
　インデックス作成部５３３は、カプセル型内視鏡２により取得された一連の画像の撮像
順序とカプセル位置との関係を表す位置系列インデックスを作成する。図４は、位置系列
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インデックスの一例を示す模式図である。位置系列インデックス１００は、画像の撮像順
序を表す画像番号を、所定の基準位置からカプセル位置までの距離に従って並べた２次元
配列表である。基準位置としては、一例として、カプセル型内視鏡２を嚥下する被検体１
０の口の位置が設定される。
【００４１】
　図４に示す位置系列インデックス１００の最上段に記載された数値は、基準位置からの
距離を表すパラメータである。以下、基準位置からの距離を表すパラメータのことを、単
に距離パラメータという。本実施の形態１においては、基準位置からの距離（ｃｍ）その
ものを距離パラメータとしている。また、位置系列パラメータ１００の２段目以降に記載
された数値は画像番号であり、各画像番号は、画像のカプセル位置に対応する距離パラメ
ータの列に記載されている。例えば、画像番号（ｉ－６）の画像は、距離パラメータ１０
０に対応する位置で撮像された画像であることを示す。また、隣接する枠内に記載された
画像番号（ｉ－６）と（ｉ－５）の画像同士のカプセル位置の間隔は２ｃｍであり、１枠
分スキップした枠内に記載された画像番号（ｉ－５）と（ｉ－４）の画像同士のカプセル
位置の間隔は４ｃｍである。なお、位置系列インデックス１００の作成方法は後述する。
以下、画像番号ｉが付された画像を、画像（ｉ）とも記す。
【００４２】
　画像特定部５３４は、入力部５１に対するユーザ操作に応じて、一連の画像に含まれる
いずれかの画像を選択する選択信号が入力部５１から入力された場合に、選択信号に対応
する画像データを特定画像データとして特定する。以下、特定画像データに対応する画像
、即ち、ユーザに選択された画像を特定画像という。
【００４３】
　判定部５３５は、画像特定部５３４により特定された特定画像が、カプセル型内視鏡２
が被検体内を行ったり来たりする往復移動をしていた区間に取得された画像であるか否か
を、図４に例示する位置系列インデックス１００に基づいて判定する。
【００４４】
　より詳細には、判定部５３５は、特定画像に対してカプセル位置又は撮像時刻が所定範
囲内である複数の画像を特定する特定部５３５ａを備える。判定部５３５は、特定部５３
５ａにより特定された複数の画像に、時系列で順方向に連続し、且つ位置系列で順方向に
連続している画像群が２つ以上含まれる場合に、上記特定画像は往復移動をしていた区間
に取得された画像であると判定する。
【００４５】
　候補画像抽出部５３６は、判定部５３５によって特定画像がカプセル型内視鏡２の往復
移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像群
の中から、特徴点を設定するための画像としてより適切な画像を抽出する。以下、候補画
像抽出部５３６により抽出された画像を候補画像という。
【００４６】
　特徴点設定部５３７は、入力部５１から入力された信号に従って、画像特定部５３４に
より特定された特定画像又は候補画像抽出部５３６により抽出された候補画像を、特徴点
を示す画像として設定すると共に、該特徴点を示す画像のカプセル位置を特徴点として設
定する。以下、特徴点を示す画像を特徴点画像という。
【００４７】
　表示制御部５３８は、画像処理部５３１により画像処理が施された表示用の画像データ
に基づいて、一連の画像を所定の形式で表示部５５に表示させると共に、候補画像抽出部
５３６により抽出された候補画像を所定の形式で表示させる。
【００４８】
　記憶部５４は、フラッシュメモリ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の半導体メモリや、ＨＤＤ、ＭＯ
、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の記録媒体及び該記録媒体への情報の書き込み及び読み取りを
行う書込読取装置等によって実現される。記憶部５４は、画像処理部５３１により画像処
理が施された表示用の画像データを記憶すると共に、各画像のカプセル位置を画像データ
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と関連付けて記憶する画像データ記憶部５４１と、インデックス作成部５３３が作成した
位置系列インデックスを記憶するインデックス記憶部５４２と、特徴点画像に関する情報
を記憶する特徴点記憶部５４３と、候補画像を抽出する際に用いられる条件を記憶する設
定条件記憶部５４４と、画像表示装置５を動作させて種々の機能を実行させるためのプロ
グラム及び各種情報を記憶するプログラム記憶部５４５とを備える。
【００４９】
　このうち、設定条件記憶部５４４は、カプセル型内視鏡２が被検体１０内で往復移動を
していた区間の設定条件や、カプセル型内視鏡２が往復移動をしていた区間から候補画像
を抽出する際の条件を記憶する。以下、カプセル型内視鏡２が往復移動していた区間を、
単に往復移動区間という。往復移動区間の設定条件には、往復移動区間の長さ、言い換え
ると、往復移動区間の距離、往復移動区間において取得される画像枚数、又は往復移動区
間の移動に要する時間や、特定画像に対する往復移動区間の位置といった条件が含まれる
。また、候補画像の抽出条件としては、カプセル型内視鏡２が往復移動区間を最初に通過
した際の画像を候補画像とするか、又は最後に通過した際の画像を候補画像とするかとい
う条件が挙げられる。設定条件記憶部５４４は、往復移動区間の設定条件や候補画像の抽
出条件として、所定の初期条件を予め記憶しているが、入力部５１を用いた操作により、
ユーザが所望の往復移動区間の設定条件や候補画像の抽出条件を上書きできるようにして
も良い。
【００５０】
　表示部５５は、ＣＲＴディスプレイ、液晶ディスプレイ、ＥＬディスプレイ等の表示装
置によって実現される。表示部５５は、表示制御部５３８の制御の下で、一連の画像や候
補画像抽出部５３６により抽出された候補画像や、その他関連する情報等を所定の形式で
画面に表示する。
【００５１】
　次に、画像表示装置５の動作について説明する。図５は、カプセル型内視鏡２を用いた
検査により取得された画像データを受信装置３から画像表示装置５に転送（ダウンロード
）する処理を示すフローチャートである。
【００５２】
　まず、ステップＳ１０において、画像表示装置５に接続されたクレードル３ａに受信装
置３をセットする（図１参照）ことにより、受信装置３から画像表示装置５に画像データ
を転送する。或いは、各種通信回線を介して受信装置３から画像表示装置５に画像データ
を転送しても良い。
【００５３】
　続くステップＳ１１において、画像処理部５３１は、受信装置３から転送された画像デ
ータに対応する各画像に対し、ホワイトバランス処理、デモザイキング、色変換、濃度変
換、平滑化、鮮鋭化等の画像処理を施すことにより、表示用の画像データを作成する。こ
の際、画像処理部５３１は、各画像の平均色の算出等の画像処理を併せて行っても良い。
【００５４】
　続くステップＳ１２において、位置情報取得部５３２は、画像データの関連情報のうち
の受信強度情報に基づいて、各画像のカプセル位置の検出を行う。
【００５５】
　続くステップＳ１３において、インデックス作成部５３３は、ステップＳ１２において
検出された一連の画像のカプセル位置に基づいて、位置系列インデックスを作成する。具
体的には、図４に例示するように、一連の画像の画像番号を順次、昇順に画像のカプセル
位置に対応する距離パラメータの列に入力していく。この際、直前の画像番号に対して距
離パラメータが同一又は直前の画像番号に対する距離パラメータの変化、例えば増減が逆
転する場合、位置系列インデックス１００の行を追加し、それ以降、追加された行に画像
番号を入力する。
【００５６】
　例えば図４において画像番号（ｉ－１）を入力する場合、直前の画像番号（ｉ－２）の
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距離パラメータ（１１２）がその前の画像番号（ｉ－３）の距離パラメータ（１０８）か
ら増加しているのに対し、画像番号（ｉ－１）の距離パラメータ（１１０）は画像番号（
ｉ－２）の距離パラメータ（１１２）から減少に転じている。この場合、画像番号（ｉ－
１）以降の画像番号は、追加された行（２行目）に入力される。また、画像番号（ｉ＋２
）を入力する場合、直前の画像番号（ｉ＋１）の距離パラメータ（１０２）がその前の画
像番号（ｉ）の距離パラメータ（１０４）から減少しているのに対し、画像番号（ｉ＋２
）の距離パラメータ（１０４）は画像番号（ｉ＋１）の距離パラメータ（１０２）から増
加に転じている。この場合、画像番号（ｉ＋２）以降の画像番号は、追加された行（３行
目）に入力される。さらに、画像番号（ｉ＋３）の距離パラメータ（１０４）は、直前の
画像番号（ｉ＋２）の距離パラメータと同一であるので、画像番号（ｉ＋３）以降の画像
番号は、追加された行（４行目）に入力される。
【００５７】
　続くステップＳ１４において、記憶部５４は、ステップＳ１１において画像処理が施さ
れた画像データを記憶すると共に、ステップＳ１２において検出されたカプセル位置を画
像データと関連付けて記憶し、さらに、ステップＳ１３において作成された位置系列イン
デックスを記憶する。これにより、受信装置３から画像表示装置５への画像データの転送
処理が終了する。
【００５８】
　次に、一連の画像に対する特徴点の設定処理について説明する。図６は、画像表示装置
５が実行する特徴点の設定処理を示すフローチャートである。また、以下においては、図
４に示す位置系列インデックスが作成され、記憶部５４に記憶されているものとして説明
する。
【００５９】
　まず、ステップＳ２０において、制御部５３は、設定条件記憶部５４４から候補画像の
抽出条件を取得する。具体的には、カプセル型内視鏡２が往復移動をしていた区間から、
「最初」に通過した際の画像を候補画像として抽出する、或いは「最後」に通過した際の
画像を候補画像として抽出する、いずれかの条件を取得する。
【００６０】
　続くステップＳ２１において、制御部５３は、設定条件記憶部５４４から往復移動区間
の設定条件を取得する。本実施の形態１においては、特定画像を中心としてカプセル位置
が±Δである範囲を往復移動区間とする場合を説明する。図４においては、一例として、
Δ＝４ｃｍとしている。
【００６１】
　続くステップＳ２２において、制御部５３は、画像データ記憶部５４１から画像データ
を読み出し、該画像データに基づいて、カプセル型内視鏡２により取得された一連の画像
を所定の形式で表示部５５に順次表示させる。
【００６２】
　図７は、カプセル型内視鏡２により取得された一連の画像の表示例を示す模式図である
。図７に示す表示画面Ｍ１は、検査ＩＤや検査日等の検査情報が表示される検査情報表示
欄ｍ１１と、患者ＩＤ、患者名、生年月日等の患者情報が表示される患者情報表示欄ｍ１
２と、一連の画像が疑似動画形式で順次表示される主表示領域ｍ１３と、主表示領域ｍ１
３に表示される画像に対する再生動作の操作に用いられる操作ボタン群ｍ１４と、主表示
領域ｍ１３に表示中の画像を特徴点画像として選択する指示の入力に用いられる特徴点設
定ボタンｍ１５と、被検体内におけるカプセル型内視鏡２の軌跡が表示される軌跡表示領
域ｍ１６と、平均色バーｍ１７と、一連の画像の表示形式を擬似動画形式から静止画一覧
表示形式に切り替える指示の入力に用いられるオーバービューボタンｍ１８とを含む。な
お、カプセル型内視鏡２（図２参照）に複数の撮像部２１を設け、複数方向を撮像可能な
構成とする場合、これらの撮像部２１に対応して、主表示領域ｍ１３を複数設けると良い
。
【００６３】
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　特徴点設定ボタンｍ１５は、ユーザが特徴点として設定したい箇所が写った画像を選択
する際に用いられる。特徴点設定ボタンｍ１５に対し、入力部５１を用いて例えばクリッ
ク等の所定のポインタ操作がなされると、そのタイミングで主表示領域ｍ１３に表示され
ていた画像を特徴点画像として選択する選択信号が、入力部５１から制御部５３に入力さ
れる。
【００６４】
　軌跡表示領域ｍ１６には、位置情報取得部５３２により取得された各画像に関連付けら
れたカプセル位置を連結した軌跡ｍ１９と、主表示領域ｍ１３に表示中の画像に対応する
カプセル位置を表すマーカｍ２０とが表示されている。ユーザは、軌跡ｍ１９上における
マーカｍ２０の位置を参照することにより、主表示領域ｍ１３に表示中の画像のカプセル
位置を概ね把握することができる。
【００６５】
　平均色バーｍ１７は、画像処理部５３１が各画像について算出した平均色を、画像の並
び順、即ち、撮像時刻順に沿って帯状の領域に配置したものである。平均色バーｍ１７に
は、主表示領域ｍ１３に表示中の画像に対応する位置を示すスライダｍ２１が設けられて
いる。ユーザは、平均色バーｍ１７におけるスライダｍ２１の位置を参照することにより
、主表示領域ｍ１３に表示中の画像の被検体内における位置を概ね把握することができる
。また、入力部５１を用いた所定のポインタ操作によりスライダｍ２１を平均色バーｍ１
７に沿って移動させることにより、主表示領域ｍ１３に表示される画像を遷移させること
ができる。
【００６６】
　平均色バーｍ１７の下方には、特徴点画像を縮小した縮小画像ｍ２２がサムネイルとし
て表示されている。各縮小画像ｍ２２は、平均色バーｍ１７上の対応する位置に結線され
ている。
【００６７】
　続くステップＳ２３において、制御部５３は、主表示領域ｍ１３に表示中の画像を特徴
点画像として選択する選択信号が入力部５１から入力されたか否かを判定する。画像の選
択信号が入力されない場合（ステップＳ２３：Ｎｏ）、処理は後述するステップＳ３８に
移行する。
【００６８】
　一方、画像の選択信号が入力された場合（ステップＳ２３：Ｙｅｓ）、画像特定部５３
４は、該選択信号に対応する画像（即ち、特定画像）の画像番号を取得する（ステップＳ
２４）。
【００６９】
　続くステップＳ２５において、判定部５３５は、インデックス記憶部５４２から位置系
列インデックスを読み出し、位置系列インデックスにおける特定画像の画像番号の配置を
取得する。例えば、特定画像の画像番号をｉとする場合、図４に示す位置系列インデック
ス１００における画像番号ｉは、距離パラメータ（１０４）の列の２行目に位置している
。
【００７０】
　続くステップＳ２６において、判定部５３５は、特定画像に対して往復移動区間を設定
し、該往復移動区間に画像番号が存在する全ての行を抽出する。例えば図４に示すように
、特定画像ｉを中心としてカプセル位置が±４ｃｍの範囲を往復移動区間とする場合、距
離パラメータ（１００）の列から距離パラメータ（１０８）の列までが往復移動区間とな
る。この場合、判定部５３５は、位置系列インデックスから、上記往復移動区間に画像番
号が存在する１行目～４行目を抽出する。
【００７１】
　続くステップＳ２７において、判定部５３５は、ステップＳ２６において抽出した各行
のカプセル型内視鏡２の動き情報を取得する。ここで、動き情報とは、各行に記載された
画像番号に対応する画像が取得された際のカプセル型内視鏡２の行ったり来たりする往復
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の動きを表す情報であり、順方向、即ち口から肛門に向かう方向の移動を表す「往」と、
逆方向、即ち肛門から口に向かう方向の移動を表す「復」と、そのいずれでもない滞留と
が含まれる。図４においては、滞留を符号「－」で記している。動き情報は、各行に記載
された画像番号と距離パラメータとによって判別することができる。具体的には、位置系
列パラメータの行ごとに、連続する画像番号を、順方向に相当する昇順に並べたときに、
各画像番号に対応する距離パラメータが増加する場合、当該行の動き情報は「往」となる
。反対に、連続する画像番号を順方向に相当する昇順に並べたときに、各画像番号に対応
する距離パラメータが減少する場合、当該行の動き情報は「復」となる。また、１つの行
に１つの画像番号しか入力されていない場合、動き情報は滞留（「－」）となる。
【００７２】
　具体的には、図４の場合、画像番号（ｉ－６）～（ｉ－３）を含む１行目の動き情報は
「往」、画像番号（ｉ）～（ｉ＋１）を含む２行目の動き情報は「復」、画像番号（ｉ＋
２）を含む３行目の動き情報は滞留、画像番号（ｉ＋３）～（ｉ＋４）を含む４行目の動
き情報は「往」と判定される。これにより、各行に入力された画像番号に対応する画像群
が取得された際のカプセル型内視鏡２の動きを把握することができる。
【００７３】
　続くステップＳ２８において、判定部５３５は、ステップＳ２７において取得した動き
情報に「往」が２つ以上含まれるか否かを判定する。例えば、図４に示す往復移動区間に
おいては、１行目及び４行目の動き情報が「往」であるため、「往」が２つ以上に該当す
る。
【００７４】
　「往」が２つ以上存在しない場合（ステップＳ２８：Ｎｏ）、当該往復移動区間におい
ては、カプセル型内視鏡２が順方向にのみ進行していたと考えられる。従って、この場合
、特徴点設定部５３７は、特定画像、即ちユーザにより選択された画像に基づいて特徴点
を設定する（ステップＳ２９）。具体的には、特定画像に対して特徴点画像である旨のフ
ラグを付加すると共に、該特徴点画像のカプセル位置を特徴点として設定する。その後、
処理は後述するステップＳ３８に移行する。
【００７５】
　一方、「往」が２つ以上存在する場合（ステップＳ２８：Ｙｅｓ）、当該往復移動区間
において、カプセル型内視鏡２が往復移動、又は、一時的に同一箇所に滞留していたと考
えられる。この場合、特定画像と同一箇所又は近傍箇所が写った別の画像が存在する可能
性がある。そこで、候補画像抽出部５３６は、特徴点画像としてより適切な画像を候補画
像として抽出する。
【００７６】
　ステップＳ３０において、候補画像抽出部５３６は、ステップＳ２０において取得した
候補画像の抽出条件が、カプセル型内視鏡２が往復移動をしていた区間を「最初」に通過
した際の画像となっているか否かを判定する。
【００７７】
　候補画像の抽出条件が「最初」となっている場合（ステップＳ３０：Ｙｅｓ）、候補画
像抽出部５３６は、往復移動区間の先頭行、即ち、最初の往路に含まれる全ての画像番号
を取得する（ステップＳ３１）。一方、候補画像の抽出条件が「最初」となっていない場
合（ステップＳ３０：Ｎｏ）、即ち、候補画像の抽出条件が「最後」となっている場合、
候補画像抽出部５３６は、往復移動区間の最終行、即ち、最後の往路に含まれる全ての画
像番号を取得する（ステップＳ３２）。
【００７８】
　続くステップＳ３３において、候補画像抽出部５３６は、ステップＳ３１又はＳ３２に
おいて取得した画像番号に、特定画像の画像番号、即ち、ステップＳ２３において入力さ
れた選択信号に対応する画像番号が含まれるか否かを判定する。
【００７９】
　ステップＳ３１又はＳ３２において取得した画像番号に、特定画像の画像番号が含まれ
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る場合（ステップＳ３３：Ｙｅｓ）、処理はステップＳ２９に移行する。
【００８０】
　一方、ステップＳ３１又はＳ３２において取得した画像番号に、特定画像の画像番号が
含まれない場合（ステップＳ３３：Ｎｏ）、候補画像抽出部５３６は、ステップＳ３１又
はＳ３２において取得した全ての画像番号に対応する画像データを、画像データ記憶部５
４１から取得する（ステップＳ３４）。
【００８１】
　続くステップＳ３５において、表示制御部５３８は、ステップＳ３４において候補画像
抽出部５３６が取得した画像データに対応する画像を、候補画像として表示部５５に表示
させる。
【００８２】
　図８は、候補画像の表示例を示す模式図である。図８に示す表示画面Ｍ２においては、
図７に示す表示画面Ｍ１に対し、複数の候補画像ｍ３１を含むウィンドウｍ３２が重ねて
表示されている。ウィンドウｍ３２には、併せて、ユーザに対するメッセージ表示欄ｍ３
３と、キャンセルボタンｍ３４も表示されている。メッセージ表示欄ｍ３３には、候補画
像ｍ３１の内からの特徴点画像の選択を促すメッセージが表示されている。このウィンド
ウｍ３２に表示された候補画像ｍ３１のいずれかに対し、入力部５１を用いて例えばクリ
ック等の所定のポインタ操作がなされると、ポインタ操作がなされた候補画像を選択する
信号が入力部５１から制御部５３に入力される。また、キャンセルボタンｍ３４に対し、
入力部５１を用いて例えばクリック等の所定のポインタ操作がなされると、特徴点の設定
のキャンセルを指示する信号が、入力部５１から制御部５３に入力される。
【００８３】
　ステップＳ３６において、特徴点設定部５３７は、ウィンドウｍ３２に表示された候補
画像ｍ３１のいずれかを選択する信号が入力部５１から入力されたか否かを判定する。候
補画像ｍ３１のいずれかを選択する信号が入力された場合（ステップＳ３６：Ｙｅｓ）、
特徴点設定部５３７は、選択された候補画像に基づいて特徴点を設定する（ステップＳ３
７）。具体的には、選択された候補画像に対して特徴点画像である旨のフラグを付加する
と共に、該特徴点画像のカプセル位置を特徴点として設定する。
【００８４】
　一方、候補画像ｍ３１のいずれかを選択する信号が入力されない場合（ステップＳ３６
：Ｎｏ）、即ち、特徴点の設定のキャンセルを指示する信号が入力された場合、処理はス
テップＳ３８に移行する。
【００８５】
　ステップＳ３８において、制御部５３は、次に表示する画像があるか否かを判定する。
次に表示する画像がある場合（ステップＳ３８：Ｙｅｓ）、処理はステップＳ２２に戻る
。一方、次に表示する画像がない場合（ステップＳ３８：Ｎｏ）、一連の処理は終了する
。
【００８６】
　以上説明したように、本発明の実施の形態１によれば、ユーザ操作により、カプセル型
内視鏡２が往復移動をしている間に取得された画像が特徴点画像として選択された場合に
、特徴点画像としてより適切な画像が一連の画像内に存在していれば、その画像を候補画
像として画面に表示するので、ユーザは、画面に表示された候補画像を参照することによ
り、より適切な特徴点を設定することが可能となる。
【００８７】
　また、本発明の実施の形態１によれば、画像の並び順を示す画像番号と、画像のカプセ
ル位置を表す距離パラメータとを用いることにより、カプセル型内視鏡２が往復移動をし
ていた区間を、簡単な処理で正確に抽出することができる。
【００８８】
（変形例１）
　次に、本発明の実施の形態１の変形例１について説明する。図９は、カプセル型内視鏡
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２の動き情報を判定する際に用いられるインデックスの別の例を示す模式図である。図９
に示す画像番号インデックス２００は、画像の撮像順序を表す画像番号を、所定の基準位
置から画像のカプセル位置までの距離の増減に基づいて配列した２次元配列表である。画
像番号インデックス２００の最上段に記載された数値は、基準位置からカプセル位置まで
の距離の増減を表すパラメータである。以下、基準位置からカプセル位置までの距離の増
減を表すパラメータを、単に増減パラメータという。また、画像番号インデックス２００
の２段目以降に入力された数値は画像番号であり、同じ行に記載された画像番号の間では
、増減パラメータの値が大きいほど基準位置からカプセル位置までの距離が長いことを示
している。
【００８９】
　この画像番号インデックス２００においては、基準位置からカプセル位置までの距離が
、直前の画像における同距離と同一、増加から減少に転じた、或いは、減少から増加に転
じた際に、行が追加される。例えば、画像番号（ｉ－１）は、それまで増加していた距離
が減少に転じたため、新たに追加された行に入力されている。また、画像番号（ｉ＋２）
は、それまで減少していた距離が増加に転じたため、新たに追加された行に入力されてい
る。さらに、画像番号（ｉ＋３）は、直前の画像番号（ｉ＋２）と距離に変化がなかった
ため、新たに追加された行に入力されている。また、各行においては、基準位置からカプ
セル位置までの距離の絶対値によらず、連続する画像番号は隣接する欄に入力される。
【００９０】
　このような画像番号インデックス２００の場合、特定画像の画像番号ｉを含むｋ列を基
準として、例えば±Δ列という形式で往復移動区間が設定される。図９においては、ｋ±
２列を往復移動区間としている。このように設定された往復移動区間をもとに、上記実施
の形態１と同様にして、各行の動き情報を判定し、候補画像の抽出を行うことができる。
【００９１】
（変形例２）
　次に、本発明の実施の形態１の変形例２について説明する。図１０は、カプセル型内視
鏡２の動き情報を判定する際に用いられるインデックスのさらに別の例を示す模式図であ
る。図１０に示す時系列インデックス３００は、所定の基準位置から各画像のカプセル位
置までの距離を表す撮像距離を、撮像開始時刻から当該画像の撮像時刻までの経過時間を
表す撮像時間に応じて配列した２次元配列表である。ここで、撮像フレームレートが一定
であれば、撮像時間は撮像順序に対応するため、各画像の撮像順序を表す画像番号を、撮
像時間を表す時間パラメータとして用いることができる。
【００９２】
　この時系列インデックス３００においては、撮像距離（ｃｍ）が、直前に撮像された画
像の撮像距離と同一、増加から減少に転じた、或いは、減少から増加に転じた際に、行が
追加される。例えば、時間パラメータ（ｉ－１）に対応する撮像距離１１０ｃｍは、それ
まで増加していた撮像距離が減少に転じたため、新たに追加された行に入力されている。
また、時間パラメータ（ｉ＋２）に対応する撮像距離１０４ｃｍは、それまで減少してい
た撮像距離が増加に転じたため、新たに追加された行に入力されている。さらに、時間パ
ラメータ（ｉ＋３）に対応する撮像距離１０４ｃｍは、直前の画像番号（ｉ＋２）の撮像
距離から変化がないため、新たに追加された行に入力されている。
【００９３】
　このような時系列インデックス３００の場合、特定画像の時間パラメータｉを基準とし
て、例えば±Δという形式で往復移動区間が設定される。図１０においては、ｉ±４を往
復移動区間としている。このように往復移動区間を設定することにより、上記実施の形態
１と同様にして、各行の動き情報を判定し、候補画像の抽出を行うことができる。
【００９４】
（変形例３）
　次に、本発明の実施の形態１の変形例３について説明する。上記実施の形態１において
は、受信装置３から画像表示装置５に画像データを転送する際に位置系列インデックスを
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作成することとした。しかしながら、位置系列インデックスの作成は、特徴点の設定処理
を行う前であれば、どのタイミング行っても良い。例えば、ユーザが特徴点の設定を行う
、或いは、ユーザが画像を観察するために、画像データのファイルを開いた際に、位置系
列インデックスが作成されるようにしても良い。位置系列インデックスの代わりに、変形
例１で説明した画像番号インデックス２００や、変形例２で説明した時系列インデックス
３００を作成する場合においても同様である。
【００９５】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。上記実施の形態１においては、ユーザ
操作により選択された特定画像に対する往復移動区間に動き情報が「往」である行が２つ
以上含まれるか否かを判定することにより、当該往復移動区間においてカプセル型内視鏡
２が往復移動を行っていたか否か、或いは滞留していたか否かを判定した。しかしながら
、各行の動き情報を個別に判定することなく、往復移動区間から直接カプセル型内視鏡２
の運動を判定することとしても良い。
【００９６】
　図１１は、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置が実行する特徴点の設定処理を示
すフローチャートである。なお、本実施の形態２におけるカプセル型内視鏡システム全体
の構成及び画像表示装置の構成は、図１～図３に示す実施の形態１と同様である。また、
図１１に示すステップＳ２０～Ｓ２６は、実施の形態１と同様である。
【００９７】
　ステップＳ２６に続くステップＳ４１において、判定部５３５は、往復移動区間に含ま
れる画像に、時系列で順方向、即ち画像番号が昇順であり、且つ位置系列で順方向に画像
番号が並ぶ行、即ち画像番号群が２つ以上含まれるか否かを判定する。
【００９８】
　往復移動区間に、時系列で順方向、且つ位置系列で順方向に画像番号が並ぶ行が２つ以
上含まれない場合（ステップＳ４１：Ｎｏ）、処理はステップＳ２９に移行する。一方、
時系列で順方向、且つ位置系列で順方向に画像番号が並ぶ行が２つ以上含まれる場合（ス
テップＳ４１：Ｙｅｓ）、処理はステップＳ３０に移行する。ステップＳ２９～Ｓ３８の
処理は、実施の形態１と同様である。
【００９９】
　以上説明したように、本発明の実施の形態２によれば、位置系列インデックス１００の
行ごとに動き情報を判定する代わりに、往復移動区間に含まれる画像番号の並び順をもと
に、当該往復移動区間においてカプセル型内視鏡２が往復移動をしていたか否かを判定す
るので、処理を簡素化することができる。
【０１００】
　位置系列インデックスの代わりに、変形例１で説明した画像番号インデックス２００や
、変形例２で説明した時系列インデックス３００を作成する場合においても、同様の処理
によりカプセル型内視鏡２の動きを判定することができる。
【０１０１】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について説明する。本発明の実施の形態３に係るカプセル
型内視鏡システムは、図１に示す画像表示装置５の代わりに図１２に示す画像表示装置６
を備える。図１２は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の構成を示すブロック図
である。図１２に示す画像表示装置６は、図３に示す制御部５３の代わりに制御部６１を
備える。なお、制御部６１以外の画像表示装置６の各部の構成及び動作、並びに、カプセ
ル型内視鏡システム全体の構成は、図１及び図２に示す実施の形態１と同様である。
【０１０２】
　制御部６１は、図３に示す制御部５３が備える判定部５３５の代わりに、判定部６１１
を備える。判定部６１１は、画像特定部５３４により特定された特定画像に対してカプセ
ル位置又は撮像時刻が所定範囲内である複数の画像の各々と、上記特定画像との間におけ



(17) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40

50

る類似性を判定する類似度判定部６１１ａを備える。判定部６１は、類似度判定部６１１
ａにより特定画像と類似すると判定された画像を含み、且つ画像番号が連続する画像群が
、当該複数の画像に２つ以上含まれる場合、上記特定画像は往復移動をしていた区間に取
得された画像であると判定する。判定部６１１以外の制御部６１の各部の構成及び動作は
、実施の形態１と同様である。
【０１０３】
　図１３は、画像表示装置６が実行する特徴点の設定処理を示すフローチャートである。
なお、図１３に示すステップＳ２０～Ｓ２５は、実施の形態１と同様である。
【０１０４】
　ステップＳ２５に続くステップＳ５１において、判定部６１１は、特定画像に対して往
復移動区間を設定し、該往復移動区間に画像番号が存在する全ての行を抽出して、各画像
番号に対応する画像データを、画像データ記憶部５４１から取得する。
【０１０５】
　続くステップＳ５２において、判定部６１１は、特定画像の画像データを取得する。
【０１０６】
　続くステップＳ５３において、類似度判定部６１１ａは、ステップＳ５１及びＳ５２に
おいて取得した画像データに基づき、特定画像と他の画像との類似性を判定する。類似性
の判定方法としては、公知の種々の方法を適用することができる。具体的には、テンプレ
ートマッチングによる正規化相互相関（ＮＣＣ）、ＳＳＤ（Sum　of　Squared　Differen
ce）、ＳＡＤ（Sum　of　Absolute　Difference）等を、類似性を表す指標として用いる
。なお、ＮＣＣは値が大きいほど画像間の類似性が高いことを示し、ＳＳＤ及びＳＡＤは
値が小さいほど画像間の類似性が高いことを示す。従って、ＮＣＣが所定値以上である画
像や、ＳＳＤ又はＳＡＤが所定値以下である画像が、特定画像と類似すると判定される。
【０１０７】
　続くステップＳ５４において、判定部６１１は、特定画像と類似する画像の画像番号を
１つ以上含む行が２つ以上存在するか否かを判定する。言い換えると、特定画像と類似す
る画像を含み、画像番号が連続する画像群が２つ以上存在するか否かが判定される。
【０１０８】
　特定画像と類似する画像の画像番号を含む行が２つ以上存在しない場合（ステップＳ５
４：Ｎｏ）、特徴点設定部５３７は、特定画像（ステップＳ２３において入力された選択
信号に対応する画像）に基づいて特徴点を設定する（ステップＳ２９）。その後、処理は
後述するステップＳ３８に移行する。
【０１０９】
　一方、特定画像と類似する画像の画像番号を含む行が２つ以上存在する場合（ステップ
Ｓ５４：Ｙｅｓ）、候補画像抽出部５３６は、ステップＳ２０において取得した候補画像
の抽出条件が、カプセル型内視鏡２が往復移動をしていた区間を「最初」に通過した際の
画像となっているか否かを判定する（ステップＳ５５）。
【０１１０】
　候補画像の抽出条件が「最初」となっている場合（ステップＳ５５：Ｙｅｓ）、候補画
像抽出部５３６は、特定画像と類似する画像のうち、画像番号が往復移動区間の先頭行、
即ち、最初の往路に含まれる画像を抽出する（ステップＳ５６）。一方、候補画像の抽出
条件が「最初」となっていない場合（ステップＳ５５：Ｎｏ）、候補画像抽出部５３６は
、特定画像と類似する画像のうち、画像番号が往復移動区間の最終行、即ち、最後の往路
に含まれる画像を抽出する（ステップＳ５７）。
【０１１１】
　続くステップＳ５８において、候補画像抽出部５３６は、ステップＳ５６又はＳ５７に
おいて抽出した画像を候補画像として表示部５５に表示させる。続くステップＳ３６～Ｓ
３８は、図６を参照して説明した実施の形態１と同様である。
【０１１２】
　以上説明したように、本発明の実施の形態３によれば、特定画像との類似性の判定結果
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に基づいて候補画像を抽出するので、より適切な候補画像をユーザに提示することが可能
となる。
【０１１３】
（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４について説明する。本発明の実施の形態４に係るカプセル
型内視鏡システムは、図１に示す画像表示装置５の代わりに図１４に示す画像表示装置７
を備える。図１４は、本発明の実施の形態４に係る画像表示装置の構成を示すブロック図
である。図１４に示す画像表示装置７は、図３に示す制御部５３及び記憶部５４の代わり
に、制御部７１及び記憶部７２をそれぞれ備える。
【０１１４】
　制御部７１は、図３に示す制御部５３に対し、通過時間算出部７１１及び臓器機能判定
部７１２をさらに備える。通過時間算出部７１１は、互いに異なる特徴点間におけるカプ
セル型内視鏡２の通過時間を算出する。臓器機能判定部７１２は、通過時間算出部７１１
が算出した通過時間に基づいて、被検体内の臓器の機能を判定する。通過時間算出部７１
１及び臓器機能判定部７１２以外の制御部７１の各部の構成及び動作は、実施の形態１と
同様である。
【０１１５】
　記憶部７２は、図３に示す記憶部５４に対し、統計値記憶部７２１をさらに備える。統
計値記憶部７２１は、被検体内におけるカプセル型内視鏡２の通過時間の統計値を、胃、
小腸、大腸といった臓器の種類ごとに記憶する。より好ましくは、被検体である患者の年
齢、性別、病歴ごとに、各臓器の通過時間の統計値を蓄積すると良い。また、統計値とし
ては、平均値、最頻値、中央値のいずれであっても良い。統計値記憶部７２１以外の記憶
部７２の各部の構成は、実施の形態１と同様である。
【０１１６】
　次に、画像表示装置７の動作を説明する。画像表示装置７は、実施の形態１と同様に、
受信装置３からの画像データの転送（図５参照）及び特徴点の設定（図６参照）を行った
後、被検体における臓器の機能判定を追加的に行う機能を有する。なお、画像表示装置７
が実行する画像データの転送処理及び特徴点の設定処理については、実施の形態１と同様
である。或いは、実施の形態２又は３と同様にして特徴点の設定処理を行っても良い。
【０１１７】
　図１５は、画像表示装置７が実行する臓器の機能判定処理を示すフローチャートである
。まず、ステップＳ６０において、臓器機能判定部７１２は、一連の画像に対し、特徴点
として胃の入り口と小腸の入り口とが設定済みであるか否かを判定する。特徴点として胃
の入り口と小腸の入り口とが設定されていない場合（ステップＳ６０：Ｎｏ）、処理は後
述するステップＳ６５に移行する。
【０１１８】
　一方、特徴点として胃の入り口と小腸の入り口とが設定済みである場合（ステップＳ６
０：Ｙｅｓ）、通過時間算出部７１１は、カプセル型内視鏡２の胃の通過時間を算出する
（ステップＳ６１）。胃の通過時間は、胃の入り口として設定された特徴点画像の撮像時
刻と小腸の入り口として設定された特徴点画像の撮像時刻との差分を算出することにより
求められる。
【０１１９】
　続くステップＳ６２において、臓器機能判定部７１２は、統計値記憶部７２１から胃の
通過時間の統計値を読み出し、ステップＳ６１において算出した胃の通過時間を該統計値
と比較する。ステップＳ６１において算出した胃の通過時間が統計値以下である場合（ス
テップＳ６３：Ｎｏ）、処理は終了する。
【０１２０】
　一方、ステップＳ６１において算出した胃の通過時間が統計値よりも長い場合（ステッ
プＳ６３：Ｙｅｓ）、被検体の胃の機能（蠕動運動）が低下していると考えられる。この
場合、臓器機能判定部７１２は、胃の機能が低下している旨を示すメッセージを表示部５



(19) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40

50

５に表示させる（ステップＳ６４）。メッセージの具体例としては、「胃の通過時間が通
常よりも長いです。胃の機能が低下している可能性があります。」等が挙げられる。
【０１２１】
　続くステップＳ６５において、通過時間算出部７１１は、特徴点として小腸の入り口と
大腸の入り口とが設定済みであるか否かを判定する。特徴点として小腸の入り口と大腸の
入り口とが設定されていない場合（ステップＳ６５：Ｎｏ）、処理は終了する。
【０１２２】
　一方、特徴点として小腸の入り口と大腸の入り口とが設定済みである場合（ステップＳ
６５：Ｙｅｓ）、通過時間算出部７１１は、カプセル型内視鏡２の小腸の通過時間を算出
する（ステップＳ６６）。小腸の通過時間は、小腸の入り口として設定された特徴点画像
の撮像時刻と大腸の入り口として設定された特徴点画像の撮像時刻との差分を算出するこ
とにより求められる。
【０１２３】
　続くステップＳ６７において、臓器機能判定部７１２は、統計値記憶部７２１から小腸
の通過時間の統計値を読み出し、ステップＳ６６において算出した小腸の通過時間を該統
計値と比較する。ステップＳ６６において算出した小腸の通過時間が統計値以下である場
合（ステップＳ６８：Ｎｏ）、処理は終了する。
【０１２４】
　一方、ステップＳ６６において算出した小腸の通過時間が統計値よりも長い場合（ステ
ップＳ６８：Ｙｅｓ）、被検体の小腸の機能、具体的には蠕動運動が低下していると考え
られる。この場合、臓器機能判定部７１２は、小腸の機能が低下している旨を示すメッセ
ージを表示部５５に表示させる（ステップＳ６９）。メッセージの具体例としては、「小
腸の通過時間が通常よりも長いです。小腸の機能が低下している可能性があります」等が
挙げられる。その後、処理は終了する。
【０１２５】
　以上説明したように、本発明の実施の形態４によれば、適切に設定された特徴点に基づ
いて、カプセル型内視鏡２による各臓器の通過時間を精度よく算出することができる。従
って、臓器の通過時間と統計値との比較結果から臓器の機能低下が予測される場合に、そ
の旨をユーザに通知することにより、ユーザは、臓器の機能低下を念頭において画像観察
を行うことが可能となる。
【０１２６】
　以上説明した本発明は、実施の形態１～４及びこれらの変形例に限定されるものではな
く、各実施の形態や変形例に開示されている複数の構成要素を適宜組み合わせることによ
って、種々の発明を形成できる。例えば、各実施の形態や変形例に示される全構成要素か
らいくつかの構成要素を除外して形成しても良いし、異なる実施の形態や変形例に示した
構成要素を適宜組み合わせて形成しても良い。
【０１２７】
　以上においては、本発明の実施の形態１～４及びこれらの変形例を、医療分野において
カプセル型内視鏡を用いる場合を想定して説明したが、医療分野以外においてカプセル型
内視鏡を用いる場合に適用しても良い。
【符号の説明】
【０１２８】
　１　カプセル型内視鏡システム
　２　カプセル型内視鏡
　３　受信装置
　３ａ　クレードル
　４　受信アンテナユニット
　４ａ～４ｈ　受信アンテナ
　５、６、７　画像表示装置
　１０　被検体
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　２１　撮像部
　２２　照明部
　２３、３２　信号処理部
　２４、３３　メモリ
　２５　送信部
　２６　アンテナ
　２７、３８　バッテリ
　３１　受信部
　３４　データ送信部
　３５　操作部
　３６　表示部
　３７　制御部
　５１　入力部
　５２　画像データ取得部
　５３、６１、７１　制御部
　５４、７２　記憶部
　５５　表示部
　１００　位置系列インデックス
　２００　画像番号インデックス
　３００　時系列インデックス
　５３１　画像処理部
　５３２　位置情報取得部
　５３３　インデックス作成部
　５３４　画像特定部
　５３５、６１１　判定部
　５３５ａ　特定部
　５３６　候補画像抽出部
　５３７　特徴点設定部
　５３８　表示制御部
　５４１　画像データ記憶部
　５４２　インデックス記憶部
　５４３　特徴点記憶部
　５４４　設定条件記憶部
　５４５　プログラム記憶部
　６１１ａ　類似度判定部
　７１１　通過時間算出部
　７１２　臓器機能判定部
　７２１　統計値記憶部
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの操作の入力を受け付ける入力部と、
　カプセル型内視鏡により取得された複数の画像の中から、前記入力部が受け付けた前記
操作により選択された前記画像を特定画像として特定する画像特定部と、
　前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否かを判
定する判定部と、
　前記判定部により、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画
像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像群のうち、最初の往路又
は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出部と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカプセル位置を取得する
位置情報取得部をさらに備え、
　前記判定部は、前記特定画像が前記往復移動中に取得された画像であるか否かを、前記
画像の撮像順序と前記カプセル位置とに基づいて判定することを特徴とする請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記判定部は、前記特定画像に対して前記カプセル位置又は撮像時刻が所定範囲内であ
る複数の画像を特定する特定部を備え、
　前記判定部は、前記特定部により特定された複数の画像に、時系列で順方向に連続し、
且つ位置系列で順方向に連続している画像群が２つ以上含まれる場合に、前記特定画像は
前記往復移動中に取得された画像であると判定することを特徴とする請求項２に記載の画
像処理装置。
【請求項４】
　前記画像の撮像時における前記カプセル型内視鏡の位置であるカプセル位置を取得する
位置情報取得部をさらに備え、
　前記判定部は、前記特定画像と、前記特定画像に対して前記カプセル位置又は撮像時刻
が所定範囲内である前記複数の画像の各々との間における類似性を判定する類似度判定部
を有し、
　前記判定部は、前記類似度判定部により前記特定画像と類似すると判定された画像を含
み、且つ画像番号が連続する画像群が、前記複数の画像に２つ以上含まれる場合、前記特
定画像は前記往復移動中に取得された画像であると判定することを特徴とする請求項１に
記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記候補画像抽出部は、前記最初の往路又は最後の往路において取得された画像のうち
、前記特定画像と類似すると判定された画像を抽出することを特徴とする請求項４に記載
の画像処理装置。
【請求項６】
　前記候補画像抽出部により抽出された画像を表示する表示部
を備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　入力部が、外部からの操作の入力を受け付ける入力ステップと、
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　制御部が、カプセル型内視鏡により取得された複数の画像の中から、前記入力ステップ
において受け付けられた前記操作により選択された前記画像を特定画像として特定する画
像特定ステップと、
　前記制御部が、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像で
あるか否かを判定する判定ステップと、
　前記制御部が、前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往
復移動中に取得された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像
群のうち、最初の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出ス
テップと、
を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　外部からの操作の入力を受け付ける入力ステップと、
　カプセル型内視鏡により取得された複数の画像の中から、前記入力ステップにおいて受
け付けられた前記操作により選択された前記画像を特定画像として特定する画像特定ステ
ップと、
　前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得された画像であるか否かを判
定する判定ステップと、
　前記判定ステップにおいて、前記特定画像が前記カプセル型内視鏡の往復移動中に取得
された画像であると判定された場合に、当該往復移動中に取得された画像群のうち、最初
の往路又は最後の往路において取得された画像を抽出する候補画像抽出ステップと、
を画像処理装置に実行させることを特徴とする画像処理プログラム。



(27) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40

【国際調査報告】



(28) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40



(29) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40



(30) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

20

30

40



(31) JP WO2016/047190 A1 2016.3.31

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 图像处理设备，图像处理方法和图像处理程序

公开(公告)号 JPWO2016047190A1 公开(公告)日 2017-04-27

申请号 JP2016501698 申请日 2015-04-27

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 西山武志
谷口勝義

发明人 西山 武志
谷口 勝義

IPC分类号 A61B1/04 A61B1/00

CPC分类号 A61B1/00009 A61B1/00016 A61B1/00045 A61B1/0005 A61B1/041

FI分类号 A61B1/04.370 A61B1/00.320.B A61B1/00.300.B

F-TERM分类号 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC06 4C161/DD07 4C161/GG28 4C161/HH55 4C161/NN01 4C161
/QQ06

代理人(译) 酒井宏明

优先权 2014193104 2014-09-22 JP

其他公开文献 JP5945648B1

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种图像显示装置等，该图像显示装置等使得用户能够容易地为由
胶囊型内窥镜获取的一系列图像设置适当的特征点。 图像显示装置5具
有位置信息获取单元532，该位置信息获取单元532获取胶囊位置，该胶
囊位置是在捕获包括在一系列图像中的图像时的胶囊内窥镜的位置，以
及根据来自外部的操作来输入选择信号。 接收图像的输入单元51，将由
选择信号选择的图像指定为特定图像的图像指定单元534，并确定该特定
图像是否是在胶囊内窥镜的往复运动期间获取的图像。 当确定确定单元
535和特定图像是在胶囊内窥镜的往复运动期间获取的图像时，在往复运
动期间获取的图像组中的第一出站路径或最后出站路径。 提供提取在
（3）中获取的图像的候选图像提取单元536和显示由候选图像提取单元
536提取的图像的显示单元55。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/69e27202-943b-423b-9071-a217d9c7cfbe
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/055580731/publication/JPWO2016047190A1?q=JPWO2016047190A1

